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平
成
30
年
は
、
明
治
改
元
か
ら
１
５
０
年
の
年
。

日
本
全
体
が
海
外
の
国
々
と
対
抗
す
る
た
め
に
、
大
き
く
変
革
し
た
明
治
時
代
。

で
は
、
本
庄
の
明
治
時
代
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
か
―
。

激
動
の
時
代
、明
治
。
当
時
の
本
庄
を
支
え
た
一
つ
に
、「
養
蚕
」が
あ
り
ま
す
。
養
蚕
の
歴
史
、

現
在
に
残
る
文
化
や
産
業
か
ら
、
次
の
時
代
に
繋
げ
た
い
大
切
な
も
の
を
探
り
ま
す
。

養
蚕
業
の
発
展

　
江
戸
時
代
の
末
期
に
横
浜
が
開
港

さ
れ
、
生
糸
・
蚕さ

ん
し
ゅ種
（
蚕
の
卵
）
が

重
要
な
輸
出
品
と
な
る
と
、
横
浜
に

比
較
的
近
い
埼
玉
県
は
養
蚕
業
が
盛

ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
利
根
川

に
近
い
地
域
は
桑
の
生
産
に
適
し
、

大
型
の
養
蚕
農
家
が
多
く
育
ち
ま
し

た
。
こ
う
し
た
農
家
の
多
く
が
大
量

の
蚕
種
製
造
を
行
い
ま
し
た
。

　
繭
の
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

高
い
収し

ゅ
う
け
ん繭
高
を
目
指
し
、
養
蚕
を
学

ぼ
う
と
い
う
人
も
増
え
ま
し
た
。

　
養
蚕
改
良
と
そ
の
伝
習
・
教
育
に

生
涯
を
捧
げ
た
木
村
九
蔵
は
、
新
宿

村
（
現
神
川
町
）
で
養
蚕
改
良
競
進

組
を
結
成
。
明
治
17
年
に
組
織
を
競

進
社
に
改
め
、
児
玉
町
に
事
務
所
と

児
玉
養
蚕
伝
習
所
を
開
設
。
全
国
か

ら
生
徒
を
集
め
、
ま
た
全
国
に
養
蚕

教
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
児
玉
町
は
養
蚕
改
良
の
中
心
地

と
な
り
、
日
本
の
養
蚕
業
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

巨
大
な
繭
市
場
に
成
長

　
江
戸
時
代
か
ら
、
本
庄
宿
・
八
幡

山
町
・
児
玉
村
に
市
場
が
開
か
れ
、

繭
・
生
糸
な
ど
が
大
量
に
取
引
さ
れ

　稚蚕共同飼育は、脱皮を繰り返して成長する蚕をある程度の大きさまで育てることをいい
ます。稚蚕共同飼育所は県内に２か所あり、そのうちの１か所が本庄にあります。稚蚕共同
飼育を続ける星野さん。現在、どんな思いで蚕と向き合っているのでしょうか―。

明
治
１
５
０
周
年
記
念
特
集

て
い
ま
し
た
。
賑
わ
い
は
明
治
以
降

も
続
き
、
養
蚕
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
取
引
量
は
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
繭
の
一
大
集
散
地
と
し

て
発
展
し
た
の
は
、
明
治
５
年
の
官

営
富
岡
製
糸
場
の
開
設
に
よ
る
影
響

が
大
き
く
あ
り
ま
し
た
。
製
糸
場
の

所
長
、
尾お

だ
か高
惇あ

つ
た
だ忠
が
原
料
繭
の
仕
入

れ
の
た
め
本
庄
に
出
張
し
、
開
善
寺

(

中
央
２
―
８
―
26
）
を
借
り
受
け

生
繭
の
買
付
所
と
し
た
こ
と
が
本
格

的
な
繭
市
場
の
始
ま
り
で
す
。

　
明
治
16
年
に
は
日
本
鉄
道
会
社
本

庄
駅
が
開
業
し
、
そ
の
後
路
線
の
延

伸
に
よ
り
、
当
時
原
料
繭
の
不
足
で

器
械
製
糸
業
の
発
展
の
足
か
せ
と

な
っ
て
い
た
信
州
地
域
の
製
糸
会
社

の
進
出
が
進
み
、
よ
り
一
層
市
場
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

養
蚕
業
の
現い

ま在
は

　
こ
う
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

本
庄
の
繭
市
場
で
し
た
が
、
低
価
格

な
海
外
産
繭
の
進
出
や
化
学
繊
維
の

発
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
養
蚕

業
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
今
回
の
特
集
で
は
、
か
つ
て
栄

え
て
い
た
養
蚕
業
の
現
状
を
探
り
ま

し
た
。

金屋稚蚕共同飼育所

星野邦男所長

　金屋稚蚕共同飼育所では、蚕の
卵を蚕種会社から受け入れて、３
令(約３㎝)まで育てた蚕を、県内
(秩父を除く)の５つの農協の養蚕農
家に引き渡す作業を行っています。
　養蚕に携わったきっかけは、入
学した児玉農業高校(児玉白楊高
校の前身)の競進社模範蚕室で養
蚕の実習に参加し、興味を持った
ことでした。卒業後も養蚕連、農
協、そして現在は埼玉県製糸協会
で養蚕に携わり、約50年という長

い月日を重ねてきました。
　農家にとっては良い繭が取れて
当たり前なので、責任は重大です。
だから｢良い繭が取れたよ｣と声を
掛けてもらえると、努力が報われ、
喜びも得られます。
　かつて地区ごとにあった飼育所
も、今はここだけとなりました。
平成６年の繭・生糸の輸入自由化
をきっかけにますます養蚕農家が
減り、今では担い手の高齢化とい
う問題もあって厳しい現状です。

養蚕農家の負担を減らすため、以
前は桑の葉を与えて飼育を始める
掃
はきたて
立から２令(7日目)で養蚕農家

に渡していたのを、３令(12日目)
に延ばすなど工夫しています。で
すが養蚕を取り巻く環境は、現状
維持で精一杯です。
　現在、秋平小学校では養蚕の体
験学習を行っています。こうした
活動を通して養蚕に興味を持ち、
養蚕を継いでくれる人が出てきて
くれたらありがたいですね。

市内でたった１か所の稚蚕共同飼育所
蚕の飼育現場を訪ねて

競進社模範蚕室
明治27年、児玉養蚕伝習所内に模範蚕室を建設
し、現在の競進社模範蚕室となる。なお明治30
年に伝習所内に作られた競進社蚕業講究所は、
その後変遷を経て、現在の児玉白楊高校となる。

高窓を載せた養蚕住宅は現在も
残っており、児玉町小平の「高
窓の里」は、当時の風景を今に
伝えています。

養蚕は、良い繭が取れて当たり前。
だからこそ稚蚕共同飼育は肝心なんです。

そ
れ
ぞ
れ
の
繭
物
語


